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問題解決能力を高める算数習熟度別少人数指導の改善 
－習熟度に応じた手引きの作成・活用を通して－ 

研究構想図 

＜児童の実態・課題＞ 
  応用問題に弱い傾向がある。→「筋道を立てて考え、根拠を明らかにしながら説明すること」 

                                                                                      
   習熟度別コースのよさを生か
した効果的な指導の具現化 

  問題解決能力の育成 

＜目指す児童像＞問題に対して見通しを持ち、筋道を立てて考え表現できる子 

（個に応じた） 
指導内容の具体化・明確化 

  問題解決能力の向上 

指導案   
作成 

 授 業 

授業の
振り返り 

 
次時の 
授業構想 
  

 授業改善 習熟度に応じた手引きの作成・活用を通して 

 
習熟度に応じた手引き 



習熟度に応じた手引き を活用した授業実践 

★習熟度に応じた手引き（一部） 

発展コース 導入場面 

補充コース 導入場面 

成果 課題

・児童の問題解決能力の向上 

・習熟度別少人数指導に       

   対する教師の意識改革   
（指導内容の具体化・明確化） 

・打ち合わせ時間の効率化 

・習熟度に応じた手引き等の  

     更なる検証・改善 

・習熟度別少人数指導に       

   対する共通理解の徹底 

「習熟度に応じた手引き」等
を活用して、学習過程を工夫
し、指導内容を具体化・明確
化していきましょう。 

★授業実践 ５年「比べ方を考えよう」 

＜学習課題＞ 

混みぐあいを比べるに
は、どちらの方法が便
利なのか考えよう。 

習熟度に応じた手引き㋒を基に、既習の３通りの解
決方法（①１㎡あたりのうさぎの数で比較、②うさぎ１
匹あたりの面積で比較、③公倍数に揃えて比較）
から２通りの解決方法（①と③）に焦点化した。 

補充コース 導入場面 

習熟度に応じた手引き
㋒を基に、既習の３通
りの解決方法について、
児童たちで話し合い、
解決の見通しを持たせ
た。 

発展コース 導入場面 

提言 


